
た
、
外
遊
び
は
仲
間
づ
く
り
な

ど
の
社
会
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
、
遊
び
を
工
夫
す

る
創
造
性
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
子
ど
も
の
発
達

に
は
遊
び
が
不
可
欠
で
あ
る
」

と
い
う
観
点
か
ら
、
遊
び
を
取

り
入
れ
た
体
力
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

◎
望
ま
し
い
生
活
習
慣
や
食

生
活
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

　

子
ど
も
の
体
力
低
下
の
要
因

の
二
つ
目
に
は
、
生
活
習
慣
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
食
事
や
睡
眠

も
含
め
た
生
活
習
慣
に
は
家
庭

や
学
校
、
地
域
や
社
会
の
問
題

が
複
雑
に
絡
ん
で
い
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ

と
か
ら
実
践
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
健
全
な
食
生

活
を
目
指
し
「
早
寝
早
起
き
朝

ご
は
ん
」
運
動
の
展
開
な
ど
、

さ
ら
に
充
実
し
た
食
育
推
進
の

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

◎
運
動
ぎ
ら
い
に
さ
せ
な
い

施
策

　

幼
児
や
小
学
生
の
時
期
に
体

　

成
人
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
実

施
率
や
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
、
だ
れ
も
が
い
つ
で

も
参
加
で
き
、
個
人
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
は
「
す
る
」
ば
か
り
を
推
奨

す
る
の
で
は
な
く
、「
観
る
」

「
支
え
る
」
の
視
点
か
ら
も
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
幅
広
く
と
ら
え

る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

◎
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・
ク
ラ
ブ

の
育
成

　

だ
れ
も
が
い
つ
で
も
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
を
実
践
す
る
た
め
に

は
、
ニ
ー
ズ
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ

を
享
受
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体

や
ク
ラ
ブ
の
育
成
が
重
要
で

す
。
同
時
に
、
運
動
意
欲
を
高

め
る
に
は
、
ス
ト
レ
ス
と
感
じ

て
し
ま
う
ほ
ど
の
大
き
な
組
織

に
入
ら
ず
、
少
人
数
で
行
う
こ

と
も
奨
励
す
べ
き
で
す
。

　

◎
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
確
保
・

充
実

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
よ
り
多
く

利
用
し
て
も
ら
う
に
は
、
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
利
便
性
を
高

め
、効
果
的
・
効
率
的
な
管
理
運

営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
に
ふ
れ

る
機
会
を
増
や
す
に
は
民
間
施

設
の
利
用
促
進
や
、
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
施
設

も
有
効
活
用
す
る
工
夫
が
大
切

で
す
。
な
お
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
良
好
な
状
態
に
長
期
間
維
持

す
る
た
め
に
施
設
の
改
修
を
計

画
的
に
行
う
ほ
か
、
施
設
利
用

者
に
適
正
な
受
益
者
負
担
を
し

て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
で
す
。

 　

◎
遊
び
を
取
れ
入
れ
た
体
力

づ
く
り

　

子
ど
も
の
体
力
低
下
の
要
因

の
一
つ
は
、
運
動
や
外
遊
び
に

よ
る
活
動
量
の
減
少
で
す
。
外

で
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
す
る
こ

と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
動
き
を
体

験
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
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〈
子
ど
も
の
体
力 

　
　
　
　

向
上
に
向
け
て
〉

　

◎
必
要
な
運
動
能
力
の
習
得

　

子
ど
も
に
は
、�
必
要
な
時

期
に
必
要
な
身
の
こ
な
し
�
な

ど
の
運
動
能
力
を
身
に
付
け
さ

せ
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
幼
児

期
か
ら
家
庭
や
地
域
の
中
で
、

単
一
種
目
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
複

数
種
目
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
も
習
得
さ
れ
ま
す
。

　

◎
「
人
材
」
の
確
保
や
関
係

機
関
と
の
連
携
な
ど

　

子
ど
も
に
安
全
に
充
実
し
た

ス
ポ
ー
ツ
を
行
わ
せ
る
に
は
、

そ
の
活
動
を
支
援
す
る
人
材
や

体
制
が
重
要
で
す
。
さ
ら
に
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
実
践
し
て
き

た
子
ど
も
が
、
将
来
、
地
域
で

子
ど
も
を
支
援
す
る
担
い
手
と

な
る
よ
う
な
サ
イ
ク
ル
の
構
築

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
運
動
能
力
習
得
や
体
力
向

上
の
た
め
に
は
家
庭
や
学
校
、

地
域
、
行
政
が
役
割
に
応
じ
た

対
応
を
図
り
、
相
互
に
連
携
し

て
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
奨
励
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
成
人
の
ス
ポ
ー
ツ 

　
　
　
　

振
興
に
向
け
て
〉

　

◎
ス
ポ
ー
ツ
情
報
の
提
供
・

収
集

　

ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
健
康
・
体

力
づ
く
り
、
子
ど
も
の
健
全
育

成
・
居
場
所
づ
く
り
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
、
介
護
予

防
や
生
活
習
慣
病
対
策
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

を
継
続
的
に
把
握
し
、
常
に
ス

ポ
ー
ツ
環
境
を
改
善
し
て
い
く

た
め
に
役
立
つ
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
が
重
要
で
す
。

　

◎
参
加
型
・
観
戦
型
ス
ポ
ー

ツ
の
充
実
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〈
子
ど
も
の
体
力
低
下
〉

　

近
年
、
子
ど
も
の
体
力
低
下

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
に
よ
る
と
、
昭

和　

年
ご
ろ
か
ら
、
子
ど
も
の

６０
走
る
力
や
投
げ
る
力
お
よ
び
握

力
な
ど
が
、
す
べ
て
の
年
代
で

長
期
的
に
低
下
し
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市

が
平
成　

年
に
市
立
小
・
中
学

１８

校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
調

査
し
た
結
果
で
は
、
身
長
・
体

重
な
ど
の
体
位
は
国
や
東
京
都

と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、　

ｍ
走

５０

や
握
力
等
の
運
動
能
力
で
は
全

種
目
で
国
や
東
京
都
を
下
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

偏
っ
た
食
事
や
睡
眠
不
足
な

ど
、
子
ど
も
の
生
活
習
慣
の
乱

れ
も
体
力
低
下
や
肥
満
の
増

加
、
意
欲
・
集
中
力
・
根
気
の

低
下
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
適
応
能

力
の
低
下
な
ど
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
成
人
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
〉

　

市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
満

　

歳
以
上
の
市
民
か
ら
の
有
効

２０回
答
数
８
２
８
）
に
よ
る
と
、

成
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て
い

る
頻
度
は
、「
週
１
回
程
度
」
と

「
ほ
ぼ
毎
日
」
を
合
わ
せ
た
約

６
割
が
週
１
回
以
上
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
し
か
し
、「
ほ
と
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ん
ど
行
っ
て
い
な
い
」「
年
に
数

回
程
度
」
を
合
わ
せ
た
月
１
回

未
満
の
取
り
組
み
が
約
３
割
を

占
め
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

取
り
組
み
は
二
極
化
し
て
い
ま

す
。
取
り
組
ま
な
い
理
由
は
、

「
時
間
が
な
い
」「
き
っ
か
け
や

機
会
が
な
い
」「
一
緒
に
や
る
仲

間
が
い
な
い
」「
嫌
い
・
興
味
が

な
い
」「
苦
手
・
下
手
」
等
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

 　

◎
施
設
の
老
朽
化
と
施
設
不

足
の
問
題

　

市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
は
平

成　

年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に

１８
よ
る
管
理
運
営
に
移
行
し
た
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
・
野
球
場
・
運
動
広

場
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
や
小
・
中

学
校
校
庭
お
よ
び
体
育
館
等
が

あ
り
ま
す
が
老
朽
化
の
著
し
い

施
設
が
多
く
、
土
地
を
借
用
し

て
設
置
し
て
い
る
施
設
が
多
い

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

◎
子
ど
も
と
成
人
の
ス
ポ
ー

ツ
組
織
の
問
題

　

子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
お

よ
び
市
民
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
中

枢
組
織
で
あ
る
体
育
協
会
で

は
、
役
員
や
指
導
者
が
固
定
化

・
高
齢
化
し
て
き
て
い
る
ほ
か
、

会
員
の
減
少
や
新
規
会
員
の
伸

び
悩
み
等
に
よ
っ
て
組
織
経
営

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
団
体
も

あ
り
ま
す
。
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（
２
面
に
続
く
）

　「スポーツ」は、体を動かしたりコ
ミュニケーションをとったりするこ
とで、活力に満ちた社会の形成や個
人の心身の健全な発達に必要不可欠
なものです。また、観戦することを
通しても人生をより豊かにし、青少
年の健全育成に貢献することができ
ます。昨年９月に北京で開催された
「北京パラリンピック」に出場した
本市在住の小山恭輔（おやまきょう
すけ）さんが水泳で銀メダルを受賞
されたことは、私たちにも大きな感
動を与えてくれました。さて、社会
教育委員の会議では約１年にわた
り、子どもの体力低下や成人の日常
的なスポーツの取り組みが二極化し
ている傾向を踏まえ、スポーツを通
じて市民生活の質的な向上と活力あ
る地域社会が実現できることを目指
して議論を重ね、昨年８月に「市民
スポーツ振興のあり方について～子
どもと成人の体力向上と生涯スポー
ツ社会の実現に向けて（提言）」を
まとめられました。今号ではその概
要をお知らせします。詳しくは生涯
学習課�４７０・７７８４へ。

▲写真は市民プラザで受賞報告をする小山さん。
手には銀メダルが輝きます。

　昨年の北京パラリンピック競泳４種目
に出場した小山恭輔さん（おやまきょう
すけ、神宝町在住、当時２０歳）が５０ｍバ
タフライで、見事、「銀メダル」を獲得
しました。
　先ずは、予選を自己記録の３３秒９１を縮
めるタイムで通過。同日の夕方に開催さ
れた決勝では、さらに縮める３１秒０１で泳
いでの銀メダル獲得です。他の３種目
（いずれも自由形）でも５位、７位、７
位とすべて入賞でした。

　帰国した小山さんの談話です。「悔いの残る試合は一つもありませ
んでした。メダル獲得は自分だけの力ではなく、多くの方の応援があ
ったからです。会場や選手村を自分の目で見、世界の仲間と交流をも
ち、貴重な体験ができました。この経験を無駄にしないようにしたい
と思います」。市民の皆さんや多くの子ども達に夢を与えてくれたア
スリートの小山さんへ、ますますの応援をお願いします。
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